
し
、
協
力
し
合
う
こ
と
」
の
推

進
に
つ
い
て
、
推
進
体
制
の
整

備
、
関
係
機
関
と
の
連
携
、
市

民
・
団
体
・
企
業
と
の
連
携
を

図
り
つ
つ
取
り
組
ま
れ
た
い
。

○�

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
い
、

外
国
人
観
光
客
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
契

機
と
し
て
国
際
交
流
協
会
等
の

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
市

民
の
国
際
化
へ
の
意
識
の
醸
成

を
図
る
と
と
も
に
、
国
内
外
へ

の
本
市
の
Ｐ
Ｒ
等
を
積
極
的
に

行
い
、
本
市
国
際
化
の
推
進
に

努
め
ら
れ
た
い
。

○�

既
存
の
事
務
事
業
そ
の
も
の
の

必
要
性
や
事
業
手
法
の
妥
当
性
、

費
用
対
効
果
等
を
検
証
し
市
民

生
活
へ
の
影
響
を
配
慮
し
つ
つ
、

選
択
と
集
中
に
よ
る
予
算
配
分

に
努
め
ら
れ
た
い
。

○�

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
、
適

正
と
さ
れ
る
積
立
額
が
確
保
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
減
債

基
金
へ
の
積
立
て
を
引
き
続
き

行
い
、
第
３
セ
ク
タ
ー
等
改
革

推
進
債
の
繰
り
上
げ
償
還
に
つ

い
て
積
極
的
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○�

7
月
に
開
設
し
た
納
税
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
効
果
が
今
後
期
待

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
収
納
業
務

と
い
う
重
責
を
担
う
職
員
の
健

康
管
理
に
配
慮
し
つ
つ
、
税
負

担
の
公
平
性
、
納
税
秩
序
の
維

持
の
観
点
に
基
づ
き
更
な
る
収

納
率
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○�

議
会
報
告
会
を
茂
原
市
議
会
基

本
条
例
第
5
条
に
基
づ
き
、
平

成
28
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

が
、
議
会
報
告
会
で
の
参
加
者

が
低
調
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
参

集
方
法
、
実
施
回
数
、
出
前
報

告
会
等
更
な
る
工
夫
を
さ
れ
、

市
民
の
多
様
な
意
見
を
的
確
に

把
握
さ
れ
た
い
。

又
は
指
定
管
理
者
の
指
定
を
受

け
て
い
る
団
体
等
）
の
代
表
者

ま
た
は
役
員
に
就
任
す
る
こ
と

の
是
非
に
つ
い
て
、
他
団
体
の

事
例
を
調
査
す
る
な
ど
、
引
き

続
き
検
討
さ
れ
た
い
。

○�

農
地
等
利
用
の
最
適
化
推
進
に

関
す
る
事
務
と
し
て「
で
き
る
」

規
定
か
ら
「
当
然
行
う
」
規
定

に
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

農
業
委
員
会
の
事
務
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
た
①
担
い
手
へ
の

集
積
、
集
約
化
②
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
・
解
消
③
新
規
参

入
の
促
進
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

○�

若
年
層
や
高
校
生
に
対
し
て
は
、

選
挙
制
度
や
知
識
の
習
得
だ
け

で
な
く
、
今
後
社
会
を
動
か
す

主
権
者
と
し
て
の
意
識
を
持
た

せ
る
よ
う
主
権
者
教
育
を
行
う

と
と
も
に
、
実
際
の
選
挙
機
材

を
用
い
た
模
擬
選
挙
等
を
行
い
、

選
挙
へ
の
興
味
を
持
た
せ
る
な

ど
の
工
夫
を
し
、
引
き
続
き
投

票
率
の
向
上
に
取
り
組
ま
れ
た

い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

監
査
委
員
事
務
局
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
６
０
、6
⒇
１
６
０
７
へ
。

第５回　もばら冬の七夕まつりを開催します
　「もばら」は、夏に開催される関東屈指の七夕まつり「茂原
七夕まつり」と「冬の七夕まつり」で、織姫と彦星が年に２
度出会えるまちです。
　２月１日㊎から14日㊍までの２週間、市役所周辺と市役
所脇の豊田川（愛称：天の川）がイルミネーションで輝きます。
　プラネタリウムや地元小学生による手作りPETボトル灯篭
のほか、各種ステージイベントも開催予定。幻想的な雰囲気
の中で、特別な人と、特別な日を一緒に過ごしませんか？

◆日　時　２月９日㊏12時～ 20時
　　　　　※イルミネーション点灯期間：２月１日㊎～ 14日㊍
　　　　　　イルミネーション点灯時間：17時30分～ 21時
◆会　場　�市役所市民室、市民広場、南側駐車場、豊田川（愛称：天の川）

お問い合わせは、茂原七夕まつり実行委員会　冬の七夕委員会（商工観光課内） 
☎（20）１５２８、6（20）１６０４へ。

○�

議
員
が
市
の
財
政
援
助
団
体

（
市
か
ら
補
助
金
、
交
付
金
、
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このコーナーでは、
　市内のできごとを写真と文章でお知らせします。 マイシティモバラ

　千葉県職業能力開発協会および千葉県技能士会連合会主
催による「手づくりみらい教室」が、本納小、新治小、豊
岡小の６年生児童を対象に開催されました。この教室は、
体験を通してものづくりの楽しさ等を認識し、自分の将来
について考えることを目的に実施されているもの。
　参加児童83人は、11メニューから実習を選択し、技能士
からの直接指導により作品を完成させました。

　「スポーツイベントでのおもてなしのカタチ」と題した
シンポジウムが、市民会館で開催されました。トークショー
には、北京五輪バドミントン日本代表小

お

椋
ぐら

久美子さんが登
場し、自身が体験した〝おもてなし〟と〝あるべき形〟を
熱弁。
　外国の選手や家族、観光客の皆さんにとってもう一度来
たい国、地域にするために、おもてなしの心でフレンドリー
に迎えることを心掛けてみましょう！

　市では、市民体育館にて「もばらドローンEXPO2018」
を開催しました。これは、市内および近隣企業にドローン
を活用した新サービスの知識を紹介し、事業の生産性の向
上や新規事業創出を図るために開いたもの。
　会場では、ドローンスクールを開講している双葉電子工
業株式会社など９社が出展し、長時間飛行が可能なものや、
人が操縦しない自動無人機、ドローンダンスなど、さまざ
まな最新技術が紹介されました。

　青少年育成茂原市民会議が主催する「僕と私のジャンピ
ング大会」が市民体育館で開催され、市内14小学校区から
児童や保護者など477人が参加しました。
　この大会は、縄跳びの種目ごとに決められた制限時間を
ミスなく跳び続けた人数によってチームに点数が加算され
るもの。観客から大きな声援が送られる中、選手たちは優
勝を目指し日ごろの成果を競い合いました。

▲屋外ではデモフライトも実施され、来場者の注目を集めました

▲左官の技により石膏マーブル板を作成

▲チーム戦では二宮小学校が優勝しました

▲手を振るだけでも気持ちは伝わると話す小椋さん（右）

11/16

11/21

11/25

11/23

世界の最先端技術が集結！

体験して分かる技能の大切さ

“おもてなし”は難しいことじゃない！

ミスなくジャンプ！

もばらドローンEXPO2018

手づくりみらい教室

オール千葉おもてなしシンポジウム

第24回僕と私のジャンピング大会
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　市では、「もばら市民活動フェスタ2018」を市役所市民

室で開催しました。

　このイベントは、市内で活動する市民活動団体など11団

体が日ごろの活動を紹介するもの。

　基調講演やワークショップ、スタンプラリーなども行わ

れ、参加者や来場者は情報交換や体験を通し、市民活動に

対し理解を深めていました。

　茂原市出身のプロサッカー選手、ジェフユナイテッド市
原・千葉の古川大悟選手が母校である南中学校に凱旋して、
在校生との交流と「茂原市スポーツ大使」の就任式を行い
ました。
　サッカー部の生徒とのドリブル対決や古川選手への質問
コーナーなど、プロで活躍する古川選手との交流に生徒た
ちも大盛り上がり。
　最後に全校生徒からエールが送られ、「茂原市のスポー
ツ発展のために頑張ります！」と今後の活躍を誓いました。

　茂原市社会福祉協議会が主催する福祉野球教室が茂原市
営球場で開催され、福祉施設を利用する児童や少年野球
チームに所属する児童など約200人が参加しました。
　児童たちは、千葉ロッテマリーンズの選手５人から投球・
打撃・守備などの基本技術の指導を受けたり、専属チアガー
ル「M☆Splash」とチアダンスを楽しみました。最後の「一
打席対決」では本気でプロ選手に挑み、会場は大いに盛り
上がりました。

　本納小学校の５年生22人が、日本画家・本納絵馬５代目
の矢部宏さん指導のもと、「本納絵馬」づくりに挑戦しま
した。この教室は、作成だけでなく絵馬の歴史や魅力を伝
えるために毎年開催され今年で28回目。
　児童たちは、矢部さんから筆づかいなどの基礎もしっか
りと学び、躍動感ある白馬はもちろんのこと、夢や願いも
筆先に乗せて絵馬を完成させました。

▲ピッチング指導を受ける児童たち

▲もばら検定「ガス博士」に挑戦しました

▲作品も思い出も一生の宝物です

▲生徒とハイタッチしながら退場する古川選手

12/1

12/1

12/10

12/3

プロ野球選手直伝！

見て聞いてつながる・広がる市民活動

さらなる活躍に期待！

絵馬よかなえてこの願い

第７回千葉ロッテマリーンズ福祉野球教室

もばら市民活動フェスタ2018

古川大
だい

悟
ご

選手　母校凱旋セレモニー

県伝統工芸品「本納絵馬」づくり
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Life Information
暮らしに役立つ情報が満載 !

くらしの情報コーナー

お
知
ら
せ

募

集

１
１
０
番
は
社
会
の
安
全
を
守

る
緊
急
電
話
で
す
！

　

県
内
で
１
１
０
番
を
か
け
る
と
、

「
千
葉
県
警
察
本
部
通
信
指
令
室
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

警
察
本
部
で
は
、
通
話
内
容
を

聞
き
な
が
ら
、
警
察
署
や
パ
ト

カ
ー
な
ど
を
手
配
し
て
い
ま
す
の

で
落
ち
着
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
０
番
通

報
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
所
在
地

や
番
地
、
目
標
物
等
を
確
認
し
、

通
話
中
は
で
き
る
限
り
場
所
を
移

動
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

運
転
中
は
必
ず
停
車
し
て
通
話
し

て
く
だ
さ
い
。

問
千
葉
県
警
察
本
部
相
談
サ
ポ
ー

ト
コ
ー
ナ
ー

☎
０
４
３
（
２
２
７
）
９
１
１
０

（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
１
１
０
）

※�

８
時
30
分
～
17
時
15
分（
土
日
・

休
日
を
除
く
）

茂
原
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

「
平
成
30
年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」
が
届
き
ま
す

　

平
成
30
年
中
に
厚
生
年
金
保
険
、

国
民
年
金
な
ど
の
老
齢
ま
た
は
退

職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受

け
取
ら
れ
た
方
に
、
平
成
30
年
分

と
し
て
支
払
わ
れ
た
年
金
の
金
額

や
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
等

を
お
知
ら
せ
す
る
「
平
成
30
年
分

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て

順
次
発
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
は
、
確
定
申
告
な
ど
を
す

る
場
合
に
添
付
書
類
と
し
て
必
要

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
障
害
年
金
、
遺
族
年

金
は
課
税
対
象
と
な
ら
な
い
の
で
、

源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�

夫
婦
で
そ
れ
ぞ
れ
年
金
を
受
け

て
い
て
も
、
年
金
の
種
類
な
ど

に
よ
り
源
泉
徴
収
票
の
配
達
日

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５
、

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は
、

☎
０
３（
６
７
０
０
）１
１
６
５
へ
。

交
通
事
故
に
よ
る
遺
児
の
方
へ�

～
お
見
舞
い
金
を
お
届
け
し
ま
す
～

　

交
通
事
故
に
よ
り
、
父
ま
た
は

母
（
も
し
く
は
そ
れ
に
代
わ
る
保

護
者
）
を
失
っ
た
18
歳
未
満
の
遺

児
に
対
し
、
交
通
遺
児
援
護
基
金

（
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
）お
よ

び
茂
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
よ

り
、
お
見
舞
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
遺
児
が
い
る
世
帯

は
、
１
月
25
日
㊎
ま
で
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①�

平
成
31
年
４
月
に
小
・
中
学
校

へ
入
学
す
る
遺
児
へ
勉
学
奨
励

金
②�

平
成
31
年
３
月
に
中
学
校
・
高

校
を
卒
業
す
る
遺
児
へ
激
励
金

③�

平
成
30
年
２
月
１
日
以
降
、
交

通
遺
児
と
な
っ
た
児
童
が
い
る

世
帯
へ
お
見
舞
い
金

問
茂
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

info@
m
obara-shakyo.or.jp

☎
�
１
９
６
９
、
6
�
６
５
３
８

歯
周
病
検
診
・
妊
婦
歯
科
検
診

◆
日
付
＝
２
月
２
日
㊏

◆�
受
付
＝
妊
婦
歯
科
検
診
13
時
～

13
時
20
分
、
歯
周
病
検
診
13
時

40
分
～
14
時

◆�

内
容
＝
歯
科
診
療
、
歯
科
相
談
、

個
別
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

◆�

対
象
＝
妊
婦
お
よ
び
平
成
30
年

４
月
１
日
現
在
で
40
歳
・
45
歳
・

50
歳
・
55
歳
・
60
歳
・
65
歳
・

70
歳
・
75
歳
・
80
歳
の
市
民

◆
費
用
＝
５
０
０
円

◆
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

問
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５
、
6
�
１
８
６
５

自
衛
官
候
補
生
を�
�

募
集
し
て
い
ま
す

　

防
衛
省
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と

お
り
自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

応
募
資
格
＝
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
方
（
た
だ
し
、
入
隊
予
定
月

の
３
カ
月
後
の
末
日
現
在
、
33
歳

に
達
し
て
い
る
方
は
入
隊
で
き
ま

せ
ん
）

◆
願
書
締
切

【�

男
子
】
①
１
月
７
日
㊊
、
②
１

月
28
日
㊊
、
③
２
月
25
日
㊊
、

④
３
月
４
日
㊊

【�

女
子
】
①
１
月
７
日
㊊
、
②
２

月
25
日
㊊

◆
採
用
試
験
日

【�

男
子
】
①
１
月
12
日
㊏
、
②
２

月
３
日
㊐
、
③
３
月
３
日
㊐
、

④
３
月
９
日
㊏

【�

女
子
】
①
１
月
12
日
㊏
、
②
３

月
３
日
㊐

◆
入
隊
予
定
時
期

　

３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

※�

採
用
人
数
に
達
し
た
時
点
で
受

付
を
締
め
切
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
早
め
の
受
験
を
お
勧
め
し

ま
す
。
詳
し
く
は
要
問
合
せ
。

問
自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

☎
�
０
４
５
２

健
康
生
活
推
進
員
さ
ん
の�

�

「
減
塩
料
理
教
室
」

◆�

日
時
＝
１
月
29
日
㊋

　
　
　
　

９
時
30
分
～
13
時
30
分

　
（
受
付
９
時
15
分
～
）

◆
対
象
＝
市
内
在
住
の
方

◆
募
集
人
数
＝
20
人
（
申
込
順
）

◆
費
用
＝
５
０
０
円

◆�

持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

◆
申
込
締
切
＝
１
月
18
日
㊎

◆�

主
催
＝
茂
原
市
健
康
生
活
推
進

員
会
・
茂
原
支
部

問
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５
、
6
�
１
８
６
５

第
19
回
自
然
科
学
実
験
イ
ベ
ン
ト�

「
ゴ
ム
動
力
プ
ロ
ペ
ラ
カ
ー
を�

�

作
ろ
う
！
」

◆�

日
時
＝
2
月
16
日
㊏
12
時
～
16

時
ご
ろ

◆�

対
象
＝
長
生
郡
市
内
小
学
４
～

６
年
生

◆�

定
員
＝
60
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

◆
費
用
＝
無
料

◆
場
所
＝
中
央
公
民
館

◆�

申
込
方
法
＝
学
校
よ
り
配
布
さ

れ
て
い
る
申
込
書
に
記
入
し
、

各
小
学
校
へ
申
し
込
み

問
生
涯
学
習
課

☎
⒇
１
５
５
９
、
6
⒇
１
６
０
７
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Life Information
暮らしに役立つ情報が満載 !

くらしの情報コーナー

市の花 コスモス（H9.10.20指定） 市の木 つつじ（S45.11.10指定）

相　　談　　日
■市民相談 執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505
■無料法律相談
　（予約制・民事）

1月10日㊍　13時〜 15時／場所＝5階504会議室、
1月22日㊋　13時〜 15時／場所＝5階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■交通事故相談（予約制） 1月25日㊎　10時〜 15時／場所＝5階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 1月8日㊋　13時～ 16時／場所＝市役所5階504会議室
1月24日㊍　13時～ 16時／場所＝ほのおか館2階第3会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月〜金曜日　9時30分〜 16時（12時〜 13時までを除く）
／場所・問合せ＝消費生活センター（生活課内）☎（20）1101

■歯科相談・栄養相談（要電話予約）1月7日㊊、2月4日㊊　10時〜12時、13時〜16時／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■助産師相談 （要電話予約）1月11日㊎、31日㊍　9時30分〜 11時30分
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■６カ月乳児相談 1月17日㊍（平成30年7月生）／受付＝9時15分〜 9時30分、13時15分〜 13時30分
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■1歳6カ月児健康診査 1月15日㊋（平成29年7月生）／受付＝13時〜 13時20分／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■２歳児歯科健康診査 2月14日㊍（平成28年8月生・9月生）／受付＝9時〜 10時
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■3歳児健康診査 1月16日㊌（平成27年7月生）／受付＝13時〜 13時20分／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725
■フッ素で強い歯！
　プロジェクト

1月15日㊋（平成28年1月生）、16日㊌（平成29年1月生）／受付＝14時30分〜 14時40分
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■�ことばの相談
　（予約制）

1月11日㊎、18日㊎、25日㊎／内容＝ことばに関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター☎（25）1725 ／問合せ＝子育て支援課☎（20）1573

■心配ごと相談 毎週水曜日（休日を除く）9時～ 15時／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

■ボランティア相談 執務時間内／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

■健康相談 毎週火・木・金曜日　13時〜 16時（行事の都合により、閉室の場合あり）／場所・問合せ＝総合市民センター
☎（24）9511

■�子育て相談
　（予約制）

1月11日㊎、25日㊎／内容＝子育て、発育、発達に関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター☎（25）1725 ／問合せ＝子育て支援課☎（20）1573

■家庭児童相談
　DV相談 執務時間内／内容＝子育て、児童虐待、DVなど／場所・問合せ＝子育て家庭相談室（2階）☎（23）5500

■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時〜 17時（火曜日のみ9時〜 12時）／場所・問合せ＝生涯学習課（9階）☎（20）1559

■少年相談 月〜金曜日　9時〜 16時30分／場所・問合せ＝青少年指導センター☎（22）0080

■高齢者総合相談
執務時間内／場所・問合せ＝茂原市もばら地域包括支援センター☎（22）3007、茂原市みなみ地域包括支援
センター☎（20）2626、茂原市ちゅうおう地域包括支援センター☎（26）7525、 茂原市ほんのう地域包括支援
センター☎（36）2123※本納地区高齢者相談会＝1月10日㊍13時～ 16時／場所＝ほのおか館１階相談室

■無料法律相談 1月23日㊌　13時～ 16時（要電話予約）／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

■無料法律相談 千葉県では無料法律相談を実施しています。／問合せ＝県総合企画部報道広報課広聴室☎043（223）2250

■県民相談 執務時間内／場所・問合せ＝長生地域振興事務所地域振興課☎（25）7830

■教育相談 執務時間内／場所・問合せ＝東上総教育事務所相談室☎（23）4460

■長生健康福祉
　センター
（※太字は予約制）

不妊相談、こころの健康相談、エイズ相談、HIV等抗体検査、性感染症検査、肝炎ウイルス検査、骨髄
バンクドナー登録受付、腸内細菌検査（検便）、家庭児童相談、母子父子自立支援などを行っています。
／場所・問合せ＝長生健康福祉センター（長生保健所）☎（22）5167 ／ DV相談（来所相談は予約制）専用電
話☎（22）5565 ／障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510

今 月 の 納 期
●市県民税（第４期） 
●国民健康保険税（第７期） 
■納期限は、1月31日㊍です。
※コンビニエンスストアでも納付できます。
※納税には便利な口座振替をご利用ください。

お問い合わせは、収税課（２階）
☎（20）１５７８、6（20）１６０９へ。

介護保険の保険証を交付
　満65歳になる方（昭和29年 1月2日～昭和29年 2月1日生）は、第
1号被保険者の資格取得となります。 1月20日ごろまでに保険証（被
保険者証）を郵送します。
お問い合わせは、高齢者支援課（２階）☎（20）１５７２、6（20）１６１０へ。

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に
　満75歳になる方（昭和19年2月2日～昭和19年3月1日生）は、現在
加入の健康保険を脱退し、誕生日当日から後期高齢者医療制度に加入
することとなります。今月末までに保険証（被保険者証）を郵送します。
お問い合わせは、国保年金課（２階）☎（20）１５０３、6（20）１６００へ。
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ト
ン
べ
イ
・
集
募
員
会

●
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
直
接
各
代
表
者
へ
。

●
掲
載
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

秘
書
広
報
課（
３
階
）
☎
⒇
１
５
１
２
、
5
⒇
１
６
０
１
へ
。

●
3
月
1
日
号
掲
載
の
原
稿
の
締
め
切
り
は
1
月
21
日
月
で
す
。

名　　　称 曜　日 時　間 内　　　　容 場　所 連　絡　先

❶ 松風 第2・3土曜日 14時～ 16時 裏千家茶道／対象＝一般（初心者歓迎）／費用＝
2,500円 中央公民館 ☎23-9294　大坂

❷ 昭和歌謡 のぎく会 第2・4金曜日 13時～ 17時
昭和歌謡（童謡・唱歌・抒情歌含む）をみんなで歌
い楽しむ（カラオケDAM使用）／対象＝一般／費
用＝1回500円

東部台文化会館 ☎090-1039-7960
野木

❸ 五郷囲碁同好会
毎週日・火曜日
第1・3木曜日
第2・4土曜日

13時～ 17時 楽しく囲碁を打ちましょう／対象＝一般／費用＝年
5,000円（途中入会は別途算定） 五郷福祉センター ☎38-5035　関根

① 骨董がらくた市と
フリーマーケット

1月5日㊏、
19日㊏ 8時～ 13時 大駐車場にて開催 藻原寺前 ☎090-4950-6193

小曽根

②
第45回茂原市役所
ロビーコンサート

「三曲合奏の魅力」
～おもしろ邦楽史～

1月15日㊋ 12時5分～ 12時55分
演目＝春の海（初演は不評！？）、六段の調べ（隠
れキリシタン！？）、八千代獅子、箏独奏のための
さくら　ほか／入場＝無料

市役所１階ロビー
☎22-3809
茂原市音楽協会
岩田

③
茂原市三世代同居
等支援事業補助金・
住宅ローン「フラッ
ト35」相談会

1月20日㊐ 10時～ 16時30分
茂原市三世代同居等支援事業補助金や、当該補助金
の利用が条件となる「フラット35」子育て支援型に
ついて茂原市、住宅金融支援機構、金融機関の職員
がご相談にお答えします／要電話予約

茂原住宅公園
（ショッピングプラザ
「アスモ」隣り）

☎36-2341
茂原住宅公園イン
フォメーションハウス

④ バードウォッチング 1月20日㊐ 10時～ 15時頃
（受付９時30分～）

鶴枝遊水公園から睦沢町「やすらぎ公園」までの往
復約４kmのコースを千葉県野鳥の会の皆さんとバード
ウォッチングしながら散策／対象＝４歳以上（未就学
児と低学年は保護者同伴）／費用＝１人200円／持ち
物＝要問合せ

鶴枝遊水公園
駐車場

☎090-3500-6729
茂原自然大好きク
ラブ　浅田

⑤ 冬のパン祭り 1月26日㊏ 10時～ 14時
第7回「こんなパンがあったらいいな～コンテスト」授
賞者発表・授賞式、自主製品・販売（授賞作品のパ
ン、焼きたてパン・ラスク、パウンドケーキ、クッキー、
木工品）、喫茶コーナー、ときわぎお菓子バイキング

社会福祉法人
九十九会
ときわぎ工舎

☎44-2299
社会福祉法人
九十九会
ときわぎ工舎

⑥ トウキョウサンショウウオ
の卵のうを見つけよう

3月3日㊐
（小雨決行） 10時～ 12時

トウキョウサンショウウオの卵のうを探し観察する
(卵のうや成体の採捕はできません) ／対象＝小学生
以下は保護者同伴／定員＝20人／費用＝無料／持ち
物＝長靴、寒くない汚れてもよい服装、雨具 千葉県いすみ環境と

文化のさとセンター
☎0470-86-5251
千葉県いすみ環境と
文化のさとセンター

⑦ 一年をとおして
コメ作りを体験しよう

3月31日㊐
（小雨決行） 9時30分～ 14時30分

クロ塗り、田植え、草取り、稲刈りなど、年5 ～ 6
回半日程度各種作業を体験してみませんか？初回は
薪炊飯／対象＝平日でも作業できる18歳以上／定員
＝10人／費用＝300円／持ち物＝要問合せ

会員募集・イベントコーナーの原稿についてのお願い
●会員募集・イベントとも内容を簡潔にご記入ください。　●連絡先は、日中連絡のとれる電話番号をご記載ください。
●会員募集は、公平性の観点から1団体年間2回以内の掲載とします。　●会員募集は、市内の公共施設等で活動している団体のみの掲載とします。
●イベントコーナーは広く市民に参加を呼びかけるものです。主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載をご遠慮ください。
★会員募集・イベントの転載については、主催者等に確認をお願いします。

会
員
募
集

イ
ベ
ン
ト

楽しみながら子育てしたい皆さんを応援
　手がかかるけど今だけの時期を充実したものにするには、まず自分が楽しむことが大切です。
　市では、楽しみながら子育てしたいママ・パパの力に少しでもなれるよう各種セミナーなど
を開いています。自分のため、家族のためにぜひご参加ください！

お申し込み・お問い合わせは、保健センター　☎（25）１７２５、6（25）１８６５へ。

卒乳したら次の未来へStep Up!

「ママ“力
りょく

”アップセミナー」でリフレッシュ！
◆日 時　�1月24日㊍9時30分～ 12時（受付９時20分～）
◆内 容　・�ヨガ（講師：篠崎　光枝氏）
　　　　　・�助産師による“卒乳について”のお話
　　　　　・�歯科衛生士による“むし歯のリスク度チェック”
　　　　　・�栄養士による“グーパー食生活について”の

お話と“レシピ紹介”など
◆対 象　�市内在住在勤の産後６週から３歳までのお子さん

と母親※妊娠中の方はご参加いただけません。
◆定 員　15人（託児10人まで）　◆場 所　保健センター
◆持ち物　�母子手帳、フェイスタオル、飲み物、筆記用具

パパも育児を楽しもう！「育児パパおとこ塾」

先輩パパに教わるふれあい遊び
◆日 時　2月2日㊏9時30分～ 12時（受付9時15分～）
◆内 容　�パパ交流会、ふれあい遊び、ママ・妊婦さんの

ヨガレッスン、交流会など

◆講 師　ちーぱぱ会、
　　　　　育生医院助産師、児童厚生員等

◆対 象　妊婦の夫、子育て中の方、その家族
　　　　　(子・祖父母など)

◆定 員　40人　◆場 所　総合市民センター
◆持ち物　筆記用具、妊婦さんは母子手帳

参加無料
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。作品・氏名にふりがなをふってください。
※詩の原稿送付先（直接選者）へ　〒297-0032　茂原市東茂原7番地　斎藤正敏宛。
　「広報もばらの詩」と朱書きしてください。原稿は30行以内でお願いします。

◎選評　斎藤正敏
　ある朝、久方ぶりに聞こえてきた小綬鶏の鳴き声。
　懐かしい人に出逢った様という作者の気持ちが分かります。
　生物が共存できる健やかな場所と願わずにはおれません。

小こ

綬じ
ゅ

鶏け
い

金
綱　

あ
き
子

人
間
の
生
活
圏
は
広
がった
の
に

生
活
の
場
を
奪
わ
れ
た
小
鳥
た
ち
は

ま
る
で
ア
フ
ガ
ニス
タ
ン
の
難
民
の
よ
う
に

追
わ
れ
る
よ
う
に
ど
こ
か
遠
いと
こ
ろ
に
行
って
し
まった

あ
の
頃
目
覚
ま
し
時
計
の
よ
う
に

朝
早
く
澄
ん
だ
空
気
を
震
わ
せ
て
鳴
いてい
た

特
異
な
声
の
持
ち
主
さ
ん

あ
る
朝
突
然
忘
れ
か
け
てい
た
あ
の
声
で

目
が
覚
め
た

懐
か
しい
人
に
で
も
出
逢
った
様
な

嬉
しい
気
が
し
て
胸
がいっぱいに
なった

こ
れって
ー
あ
る
日
私
も
突
然
ふ
る
里
を
思
い
出
し
て

帰
り
た
く
なった
の
に
と
て
も
よ
く
似
ている

甲
高
いユニー
ク
な
そ
の
鳴
き
声
は

チ
ョッ
ト
コ
イ
・
チ
ョッ
ト
コ
イ
喉
が
す
り
切
れ
る

様
な
切
な
い

声
が
掠
れ
てい
く

こ
こ
で
過
ご
し
た
友
だ
ち
や
恋
人
を
呼
ぶ
様
に

鳴
い
て
い
る

し
ば
ら
く
此
処
で
鳴
い
た
あ
と

雨
で
ど
こ
か
遠
いと
こ
ろ
に
飛
ん
で
行
って
し
まった

古
代
の

�

茂
原
市（
二
）

※�（
一
）は
平
成
29
年
7
月
1
日
号

に
掲
載
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前
回
は
縄
文
時
代
ま
で
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
弥
生
時
代

以
降
を
紹
介
し
ま
す
。
弥
生
時
代

と
命
名
さ
れ
た
の
は
、
東
京
都
文

京
区
弥
生
町
か
ら
初
め
て
縄
文
時

代
以
降
の
土
器
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
に
由
来
す
る
も
の
で
東
京
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
の
横
に
記
念
碑
が
あ

り
ま
す
。
ち
な
み
に
縄
文
時
代
は
、

土
器
の
表
面
に
ヒ
モ
を
よ
っ
て
、

転
が
す
こ
と
に
よ
っ
て
縄
目
模
様

を
付
け
た
こ
と
が
由
来
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
関
東
地
方
か
ら

東
北
地
方
ま
で
、
縄
文
時
代
晩
期

の
文
化
が
盛
ん
で
、
今
か
ら
約
二
，

三
〇
〇
年
前
に
北
九
州
地
方
に
米

作
り
の
文
化
が
朝
鮮
半
島
や
中
国

南
部
を
経
由
し
て
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
関
東
地
方
に
も
西
日
本
か

ら
遅
れ
る
こ
と
二
〇
〇
年
、
米
作

り
の
文
化
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
茂
原
市
で
も
、
綱
島
に
あ
る

宮
ノ
台
遺
跡
か
ら
、
弥
生
時
代
中

期
の
土
器
が
出
土
し
、「
宮
ノ
台

式
土
器
」
と
し
て
、
学
史
に
名
前

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

縄
文
時
代
ま
で
は
、
狩
猟
・
採

集
の
文
化
と
い
わ
れ
、
定
住
を
し

て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
最
近
の
研
究
で
は
、
青
森
県

の
三さ

ん

内な
い

丸ま
る

山や
ま

遺
跡
か
ら
同
一
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
持
つ
栗
な
ど
の
堅け

ん

果か

類る
い

が

見
つ
か
っ
て
お
り
、
あ
る
程
度
は

食
べ
ら
れ
る
植
物
の
栽
培
を
行
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
弥
生
時
代
は
米
作
り
が

広
ま
っ
た
時
代
で
す
が
、
米
作
り

は
村
の
共
同
作
業
と
し
て
、
水
の

管
理
・
田
植
え
・
草
取
り
・
稲
刈

り
ま
で
多
く
の
人
々
の
手
が
か
か

り
ま
す
。

　

当
然
、
田
ん
ぼ
を
作
れ
る
と
こ

ろ
は
限
ら
れ
ま
す
し
、
水
の
確
保

も
あ
り
ま
す
の
で
、
定
住
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

共
同
作
業
を
す
れ
ば
、
長お

さ

と
な
る

人
も
出
て
き
ま
す
。
食
べ
る
も
の

に
も
困
る
こ
と
が
無
く
な
り
、
人

口
も
増
え
て
い
き
ま
す
。
中
世
に

は
藻も

は
ら
の
し
ょ
う

原
庄
と
言
わ
れ
た
茂
原
市
域

は
、
米
作
り
に
適
し
た
場
所
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

村
々
が
米
作
り
に
よ
り
、
豊
か

に
な
っ
て
人
口
が
増
え
て
い
き
ま

す
と
、
各
村
々
を
統
括
す
る
権
力

者
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
て
き
ま

す
。
こ
の
人
達
の
大
き
な
高
塚
の

お
墓
を
作
っ
た
時
代
を
古
墳
時

代
と
い
い
ま
す
。
茂
原
市
域
で

は
、
長
南
町
能
満
寺
に
あ
る
長
さ

七
四
ｍ
も
あ
る
よ
う
な
大
き
な
前

方
後
円
墳
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
小
林
西
之
前
遺
跡
か
ら
は
、

古
墳
を
取
り
ま
く
周
溝
が
四
基
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
は
、

高
塚
古
墳
を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、

茂
原
市
で
は
、
大
き
な
高
塚
古
墳

を
作
る
よ
り
は
、
山
の
崖が

い

面め
ん

に
横

穴
を
掘
っ
て
お
墓
と
し
た
も
の
が

数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

千
葉
県
内
で
は
、
長
生
地
区
・

夷
隅
地
区
・
富
津
地
区
に
横
穴
が

多
く
造
ら
れ
て
い
ま
す
。 

市
内

西
側
の
丘
陵
で
は
、
百
五
十
基
以

上
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
崎

横
穴
群
・
冨
士
見
中
学
校
内
横
穴
・

鏡か
が
み

谷や
つ

横
穴
群
な
ど
が
あ
り
、
中

に
は
長
柄
町
の
国
史
跡
長
柄
横
穴

群
徳と

く

増ま
す

支し

群ぐ
ん

の
よ
う
に
人
や
家
な

ど
の
線
刻
画
が
描
か
れ
て
い
る
も

の
や
中
に
遺
体
を
安
置
し
た
玄
室

に
柱
な
ど
を
陽
刻
し
、
家
型
に
し

た
も
の
等
も
あ
り
ま
す
。

　

茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員

�

麻
生　

正
信

お
問
い
合
わ
せ
は
、

生
涯
学
習
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
９
、6
⒇
１
６
０
７
へ
。
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こども急病電話相談　　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。

＃ 8 0 0 0
（プッシュ回線・携帯電話）

☎043（242）9 9 3 9
（ダイヤル回線）
相談日時

毎日19時〜翌6時

救急安心電話相談　　実施：千葉県
医療機関に受診するか迷ったとき、救急車を呼ぶか迷ったときにご相談ください。

＃ ７ 0 0 ９
（プッシュ回線・携帯電話）

☎03（6735）8 3 0 5
（ダイヤル回線）
相談日時

平日・土曜18時〜 23時
日曜・祝日 9時〜 23時

登 録

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・ファックスに配信するサービスも行っています。
　お問い合わせは、総務課（４階）　☎（20）１５１９、5（20）１６０２へ。

防災・防犯に関する情報を携帯電話にメールで配信
もばら安全安心メールを

ご利用ください

◆パソコンやスマートフォンからは、
	「茂原市公式ウェブサイト」→「もばら安全安心メール」
◆スマートフォン以外の携帯電話からは、
	 右の二次元コード

●防災行政無線が
再確認できます

0
フリーアクセス

1 2 0（4
しみんは

38）1
１

1
１

9
９

（通話料無料）

災害情報確認
【利用例】
●ＮＨＫ総合テレビのデータ放送⇨ 
「dボタン」⇨「地域の防災・災害情報」
⇨「避難情報」で確認。

●Yahoo!Japan⇨「天気」⇨「避難情報」
⇨「都道府県を選択」⇨「千葉県」で確認。

発
行
＝
茂
原
市
役
所　
編
集
＝
秘
書
広
報
課（
3
階
）
〒
２
９
７-

８
５
１
１
茂
原
市
道
表
1
番
地　
☎
０
４
７
５（
23
）２
１
１
１（
代
表
）
info@

city.m
obara.chiba.jp　

大
豆
油
イン
ク
使
用

「
広
報
も
ば
ら
」は
再
生
紙
を
使
用
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
イ
ン
ク
で
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

SPOT/スポットSPOT/スポット

日曜・休日当番医　※診療時間は9時〜 17時です
《内科系》 《外科系》

1月 1日㊋ す だ 内 科 医 院
☎24-7717

茂 原 中 央 病 院
☎24-1191

1 月 2 日㊌ むなかたクリニック
☎44-5155

菅 原 病 院
☎25-1171

1 月 3 日㊍ 大 木 医 院
☎23-2546

君 塚 病 院
☎25-1811

1 月 6 日㊐ 大 塚 内 科
☎23-6121

宍 倉 病 院
☎24-2171

1 月13日㊐ 茂 原 中 央 病 院
☎24-1191

須田外科・歯科医院
☎23-7748

1 月14日㊊ 山 之 内 病 院
☎25-1131

鎗田整形外科医院
☎24-8686

※都合により、変更する場合があります。救急患者の方が優先となります。
消防本部☎24-0119、625-8448へお問い合わせください。

　“とびうお”という冠が付いた印象に残る大会
名。これは、戦後の水泳界で次々と世界記録を
打ち立てた、日本水泳連盟名誉会長古橋廣之進
さんの異名“フジヤマのトビウオ”にちなんで付
けられたものです。
　今号で紹介するのは、全国のスイミングス
クールに通う、小学生トップスイマーが競い合
うこの大会を見事制した町山哲太君です。
　水泳との出合いは、スクールに通い始めたわ
ずか１歳の頃。「水も泳ぐことも好きだったこ
とが物心付いてからの記憶」というほどスイ
マーの素質十分だったようです。またメドレー
種目でも好成績を収めていることから水泳全般
が得意なことも分かります。
　「実は、バタフライが苦手な種目でした。苦
手を克服するために一番練習したら一番得意に
なったんです」と少し照れながら話す哲太君。
何事においても達成できなかったことを悔やむ

のではなく、次回までに達成しようと前向きに
考えて行動しているとのこと。また、水泳競技
中は目の前の水をかくことだけに集中するので
ゴールは直前まで意識しないという泳ぎの姿勢
が、ハイレベルな大会を制した要因の一つでは
ないでしょうか。
　哲太君は、今後の目標や将来の夢を少し考え
ながらも「水泳を続けていくこと。あとは次の
大会に向けてがんばるだけです」と力強く答え
ます。水泳競技中と同じく、黙々と目の前を切
り開いて進む彼のすぐ後ろに、輝かしい未来が
着いてきていることは間違いありません。

目の前の水に
最善を尽くす

町
まち
山
やま
　哲
てっ
太
た
君（東部小6年）

とびうお杯第33回全国少年少女水泳競技大会
男子50ｍバタフライ優勝、男子200ｍ個人メドレー第2位
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